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　こんにちは。東京大学海洋研究所、渡辺研究室
の早川英毅と申します。まず海洋研究所というと、
海の近くを想像される方も多いかと思われますが、
実際は新宿の高層ビル群からそう遠くない場所に
あり、海の雰囲気は感じられません。しかし、夕焼
けの日などは、空の色が高層ビルを赤く染めて美し
いです。また冬の空気が澄んでいる時には屋上か
ら富士山も見え、夕焼けに浮かび上がる富士の黒い
シルエットは、とてもきれいです。
　現在、研究室の学生は他大学から来ている後輩
も含め、５人です。サンゴと褐虫藻の共生関係に関
する研究や、アザミサンゴの集団構造についての研
究をしています。このなかで私は、サンゴの卵黄タ
ンパク質について研究しています。卵黄といえばニ
ワトリの卵がすぐに想起されると思いますが、この
卵黄には胚発生に必要な栄養 (タンパク質や脂質な

ど ) が詰まっています。卵黄タンパク質と同じよう
な働きをするタンパク質は卵生動物に広く見られ、
サンゴの卵にも存在します。ほとんどの雌雄異体性
動物では、卵黄タンパク質は本来、雌でのみ作られ
るものですが、もし雄でこの卵黄タンパク質が合成
されることがあれば、環境から何らかの ( 悪 ) 影響
が及んでいる可能性があります。脊椎動物などでは、
内分泌撹乱物質の影響の評価に卵黄タンパク質が
応用されています。このような環境要因の影響評価
を、サンゴにおいてもできないかということが私の
研究テーマの出発点です。サンゴなどにおいては雌
雄同体種も多く見られますが、私は雌雄異体性の
アザミサンゴを対象としています。また、卵黄タン
パク質がどこで作られているのかなど、卵黄形成の
分子機構にも興味を持って研究を進めています。
　研究上、卵やサンゴ組織が必要となるため、毎
年アザミサンゴの産卵時期には琉球大学瀬底実験
所にお世話になっております。同じ時期には他のサ
ンゴも産卵しているので、毎晩ライトを持って水槽
周辺を右往左往して産卵を見せて頂き、楽しい夜を
過ごしています。瀬底実験所にお世話になっている
間は、食事は基本的に外食になるので、毎日どこへ
行こうか迷います。瀬底の皆さんがよく利用されて
いる「ともだち食堂」には私もよく食事に行きます。
沖縄そばでは今のところ「山原そば」が一番好きです。
　話が脱線しましたが、もともと私がサンゴに興味
を持ったきっかけは、大学時代に慶良間諸島や西
表島、小笠原諸島といった美しい海に潜りに行った
ことが大きく影響しています。大学 1 年時の1998

年には、初めて沖縄に行き、白化が起こる直前の
慶良間の美しいサンゴ群集を見ることができまし
た。またその時、多様な生物だけでなく、地形や
潮の流れなど、1つの海域でも様々な表情がある
事を知り、そのような豊かな海の基盤をなしている
サンゴについて興味を持ちました。実際のところ、「サ
ンゴ＝南の島、きれいな海」という、ちょっとミー
ハーな気持ちがあったことは否定できませんが、幼
少の頃から「環境問題」に関心を持っていた私にとっ
ては、環境問題とも関連性のあるテーマで研究が
できるということが今の研究への意欲につながって
います。まだ十分な知見が蓄積されているとは言え
ないサンゴの、生殖に関する分子機構の解明につ
いても、大変興味深く思っています。
　最後に、いつもお世話になっております皆様には、
心から感謝しております。今後ともご指導、ご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

東京大学海洋研究所
分子海洋科学分野　渡辺研究室

博士課程3年　早川 英毅
hayakawa＠ori.u-tokyo.ac.jp ▲アザミサンゴの産卵

　2004 年度より 5 年計画で開始
された琉球大学 21世紀 COE プロ
グラムでは、サンゴ礁島嶼系を大
きなシステムとして捉え ､ 琉球列島
における生物多様性の進化 ､ 維持
機構を、分子生物学から生態学な
ど多様な学問分野の手法を駆使し、
微生物から高等植物や脊椎動物ま
で、また陸上から海洋までを対象
とし、多分野の研究者が連携を保
ちながら研究教育し、若手研究者
育成のためのアジア太平洋地域に
おける国際的研究育拠点を構築し
ようと努力しています。同時に、固
有種が多く生息している「東洋のガ
ラパゴス」としての価値を科学的
に証明し、生物多様性を総合解析
する新たな学問を構築しようとして
います。
　沖縄特有の環境特性を生かし ､

かつアジア太平洋地域との連携、
地域への貢献を目指す琉球大学の
目標を踏まえ、国際サマープログラ
ム、国際シンポジウムあるいはワー
クショップ、国際共同研究などの活
動を通して琉球列島の生物相・生
物多様性に関する研究教育を行い
ます。遺伝子の多様性研究グルー
プ、種の多様性研究グループ、生
態系の多様性研究グループと大き
く３つのグループに分けて、80 名
を超える研究者（大学院生を含む）
が本プログラムの推進にあたってい
ます。
　昨年６月 27 日～８月 26 日には
第１回のサマープログラムを実施し
ました。これは博士後期課程程度
の学力を有する若者を世界各地か
ら沖縄に招き、著名な講師の指導
のもとで２ヶ月にわたり研究を行う

ものです。今年度のサマープログラ
ムは琉球大学熱帯生物圏研究セン
ター瀬底実験所を主たる研究場所
として、海の生物の多様性について
の研究を進めました。今回の参加
学生の出身国はカナダ、アメリカ、
バングラデシュ、中国などで、７名
の学生がウニや魚類などさまざま
な生物を対象とした研究を行いま
した。本ＣＯＥプログラムの研究員
との多様な情報交換も活発に行わ
れ、実り多いプログラムになりまし
た。次回は陸上生物の多様性に関
するサマープログラムが企画されて
います。
　国際的な活動として、南太平洋
大学（フィジー）やハワイ大学、チュ
ラロンコン大学（タイ）、フランス
高等教育研究院などとの共同研究
や、研究者や大学院生の受け入れ

派遣を積極的に進めており、今後
は海外でもワークショップなどを開
催する予定です。
　2006 年３月６日に、本年度の
成果発表会が琉球大学西原キャン
パスにて開催され、合計 80 件を
超えるポスター発表があり活発な
議論が行われました。特に生物多
様性をキーワードにして集まった
参加者が多くの分野の発表に関心
を寄せていた様子が大きな進歩で
あったと感じています。間もなく成
果の一部を単行本として出版しま
す。サンゴ礁生物に関する情報も
多く含まれていますので、日本サン
ゴ礁学会の皆様からのアドバイス
をお待ちしております。
http://w3.u-ryukyu.ac.jp/coe/

拠点リーダー
琉球大学理学部海洋自然科学科　土屋　誠

tsuchiya＠sci.u-ryukyu.ac.jp

「サンゴ礁島嶼系の生物多様性の総合解析」
琉球大学21世紀COEプログラム

写真左：琉球大学COE第２回国際シンポジウムにて
写真右：2005年サマープログラムにて
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ウツの大木
慶應大学名誉教授　近森　正

　「ヒャー、たまげた！知ってるだろ。あの大きなウツの木（サガリバナ
科ゴバンノアシ）。真っ暗な夜道をバイクで走ってきたら、木の茂みから
大きなブタが飛び出して来たのさ。あんなでっかい奴は見たことありゃ
しない。馬よりもずっと大きい。長い胴体が道をふさいでしまった。そ
いつに思いきりぶつかり、俺は放り出され、バイクはめちゃめちゃさ。で
も、起き上がってみると、ブタの姿なんか、どこにもありゃしない。突然、
消えてしまったのさ。」
　大樹の蔭では、そんなことがよくおきる。あそこには妖怪のトゥパパ
クが住んでいるのだという。
　大波がサンゴの砂礫を積み上げてつくった浜堤の上には道路が通じて
いる。浜堤には潮風に強い、丈の低い植物しか育たない。でも、ウツ
の樹だけは別格だ。サンゴ礁に生育する植物のなかでは唯一の大木にな
る。高さが２０メートルをこえるものも珍しくない。太い幹に支えられた
濃密な茂みが暗い蔭をつくる。人々はそれを大切に保護してきた。幹は
カヌーの胴体に利用され、果実から絞り出した汁は、ラグーンでおこな
われる毒漁に使われる。果実はその名のとおり碁盤の脚のような四角錐
の形をしている。
　灼熱のサンゴの砂礫の上に巨木がつくり出す日陰は、あらゆる生き物
にとって安全な避難場所になる。海を渡ってきた鳥は、そこで翼を休め、
巣をつくる。鳥が落とした糞が太い根のまわりに腐植土を堆積させ、ほ
どよい湿度を保つ。海流に乗って漂着した植物の種子はそこで発芽する。
強い潮風と、乾燥からまもられて、ヤエヤマアオキやウドノキなどが根
をおろす。
　たくさんの生命が大きな木の陰で生まれ、いのちを永らえた。妖怪た

ちだってそうだ。新しくやってきたキリストの神様に追いやられて、彼ら
もウツの木の茂みに住みつくことになったのだ。日中は昼寝ばかりしてい
るくせに、月のない夜がやってくると、ブォーンという不思議な音を出し
たり、ときには動物や鳥の姿になって、人を驚かせるのを何よりの楽し
みにしているらしい。
　ニュージランドから来たキンガン氏がウツの大木の近くに家を建てよう
とした時、村人たちは何かが起こるのではないかと、ずいぶん心配したが、
何ごともなかった。
　でも、ウツの樹の下に近づくときには、気をつけるにこしたことはない
のだ。

図 : ウツの果実とキンガンさん。
　ラロトンガ島では海岸の浜堤の上を道路（アラタプ）が島を一回りしている。
浜堤の高さは風上側の方が風下側よりも高い。ゴバンノアシは先史時代にポ
リネシアの人々がカヌーにその苗木を乗せて運び込んだものではないかと思
う。なぜなら、フィージ諸島からトンガ、クック、タヒチまで、皆ひとしく、
原ポリネシア語に起原するヴツ、フツ、ウツなどという名で、この木を呼ぶ
からである。ただ南太平洋の西側では自生していた可能性もある。（絵：近森）

名器「酸素同位体温度計」の課題
金沢大学名誉教授　小西 健二

　理論から酸素同位体温度計を導いた Urey(1947) は、優れた門弟に支
えられ、海棲動物化石硬組織（炭酸塩）で実用化に「成功」したが、続
成変質と vital effects はじめ、難問がいくつか残った。二元方程式のた
め、古水温を知るには、独立に生息環境水の同位体比を推定する必要があ
り、氷床の消長が激しい第四紀で、海水の同位体比評価は難題である (ice 
volume problem)。日本では、同時に形成する生物殻で、多像のアラレ
石と方解石、あるいは炭酸塩とリン酸塩と、一対の実験式をもとめ、連立
で解く工夫を重ねていた。英国の Shackleton (1967) は、氷期／間氷期
を問わず恒温の深海底棲有孔虫殻に注目し、その酸素同位体比が海水の酸
素同位体比 ( そして氷床消長度、さらに氷河性海面変動 ) の指標となること、
基本的に、当時の古水温変動曲線は古氷床消長曲線と読み替えられること
を博士論文で明らかにし、私達に強い衝撃を与えた。
　これを機に Imbrie, Hays ら米国の俊才と組む、最終氷期最盛期 (LGM)
の海水温測定計画 CLIMAP(1976) 前後の逸話は成書（例えばコールダー
著：邦訳 1979 ウエザー•マシーン : インブリー著：邦訳 1982 氷河時代の
謎をとく）に詳しい。ミランコヴィッチ仮説の検証にも重要な役割を演じた。
奇数は間氷期、偶数は氷期の、彼の海水同位体ステージ (MIS) とその細分
は、第四紀の時代区分として定着使用されて久しい。　
  Vital effects 故に着手の遅れたイシサンゴ酸素温度計も、70 年代初
頭 Weber • Woodhead の先 駆 的な努力 後、 同 代 後半には Goreau、
Emiliani、Fairbanks • Dodge, らにより表層水温の代替指標になること
が確立し、McConnaughey(1989) の理論付けを経て、現在に至った。
そして共生藻類を経る代謝回路、海水の炭酸種別の各経路での同位体分
別は、骨格形成の生理学を解明するトレーサーとして、研究が続けられて
いる。炭酸塩骨格内の Sr,U,Mg, B を用いる温度計同様、成長速度、日照

度、石灰化場の pH, 摂食差などの考
察から、「表層水温の代替指標」の
再評価も依然続いている。サンゴ骨
格内地球化学トレーサーを表層水温
と塩分の代替指標に用いる上で、生
化学的考究の深化は不可欠である
(Correge,2006)。
　学部で物理学を専攻し独自の質量
分析計を開発した Shackleton は、
クラリネットを独奏し、研究領域の幅
から自身をストラヴィンスキーに擬す、
音楽家でもあり、1981 年秋金沢大
学で講演後も、私の研究室でその一
端を披露（写真 1）。時系列で美しい論理を求める音楽と数学への調和を感
じた。当時は極域の氷床コア内の気泡の分析が始まった頃で、氷期には二
酸化炭素が間氷期より少なく、生物ポンプによる深海への移送の証明など
炭素同位体による全球的炭素循環を熱心に聴いた。古海洋•古気候学の指
導者として、サンゴ礁学にも多大の影響を与えた、多くの偉業に対しクラ
フォード賞受賞 3 年後の1998 年には爵位を授与され、以降 Sir Nick の
愛称で、世代を問わず尊敬かつ親しまれ、昨秋「ブループラネット賞」受賞
後の、記念講演「地質時間•堆積物と気候変動」では、気候変動要因として
の大気中二酸化炭素濃度と古気候の理解が人類に掛替えのないことを強調
した ( 地球環境研究センターニュース v.16,n.9~10) が、去る1月 24 日白
血病で急逝との訃報に学界は驚かされた。(Haug • Peterson:Rousseau
• Clague:Tzedekis, ほか 2006)
　酸素同位体温度計の新たな試みとして、質量数 47 (C-13, 0-18, 0-16)
を用いる方法が、Urey の流れを継ぐカリフォルニア工科大の Ghosh et 
al.(2006) により、最近提案された。精度±２℃と熱帯海域の測定には今一
つだが、水の同位体比が不用な点から、今後の発展が注目されよう。

写真 1：愛用のクラリネットを手にする
シャクルトン教授。（金沢大学小西研
究室にて：1981 年 11月 30 日）



味合いの強いもの、容量の大
きな画像などをメッセージとし

て送付することは禁止されていま
すが、サンゴ礁の保全・研究に
興味のある人であれば、NOAA
のサンゴ礁保全活動に関連する
ウェブサイト (*2 ) から、Coral 
List Server のページに入り、所

定欄に名前とメールアドレス等を
登録するだけで、誰でも無料で ML

に登録して意見を交換することができ
ます。使用言語は英語に限られています

が、最近は無料 or 安価の翻訳ソフトが充実し
ていますので、英語があまり得意でないという方
も、充分に内容を楽しめることと思います。また、
ML の受信設定を変更することで定期的にまとめ
て受け取ることや、Web サイトから過去に交わさ
れたメールを閲覧することもできますので (*3 ,4 )、
各個人の事情に応じてこの ML を活用することも
可能です。興味をお持ちになった方はぜひ ML に
加入されて、日本からの情報も世界に向けて発信
してください。　

＜関連するWeb siteのURL＞
1. http://www.noaa.gov/　米国大気海洋局

（NOAA）
2. http://www.coral.noaa.gov/　NOAA’s Coral 
Health and Monitoring Program
3. http://coral.aoml.noaa.gov/pipermail/coral-
list/　最近のML記録
4. http://www.coral.noaa.gov/lists/archives.
shtml　過去のML記録

　Coral-List は NOAA（ 米
国大気海洋局 *1）の一組
織が、世界中に広がる
サンゴ礁の保全とモニ
タリング活動に関わる
人々の情報交換用の
ネットワークとして、
10 年 前 に 25 人 の
メンバーで立ち上げた
ML で、現在は、世界中
から 3000 人を超えるサン
ゴ礁関係者が登録しています。
　MLで交わされている内容は、サン
ゴ礁の保全に関わる、白化、病害、産卵時期、人為
攪乱の影響等のグローバルな情報の他に、サンゴ
の移植技術や成分分析などのテクニカルなもの、
人材の育成にもつながるサンゴ礁のモニタリング
活動、調査・研究ボランティアの募集、サンゴ礁に
関わる出版物の案内等、多岐にわたり、一日に平
均して5件くらいのメールがやりとりされています。
一昨年末に起きたインドネシア沖の大津波による
サンゴ礁への影響を把握するためのネットワーク
の構築に、このMLが大きな役割を果たしていたこ
とも記憶に新しいところです。時には情報交換にと
どまらず、サンゴ礁に関わる用語の定義、栄養塩枯
渇と白化の関連、地球温暖化の影響等のさまざま
なテーマに関し、著名な研究者によって議論が繰
り広げられることもあります。
　通常の ML と同様に、特定の個人・団体の利
益や誹謗中傷につながるもの、政治・宗教的意
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　 今 回 の 白 化
は、グレートバリ
アリーフ（GBR）
の 南 に 位 置 す
る Capricorn や
Woongarra 海
洋保護区にある
島 々 で、2005
年 12 月下 旬 ～
2006 年 2 月に

かけて報告されました（*1）。2 月 23 日現在までに、最も
被害の著しい島（Keppel 島）では、約 75％のサンゴが白
化しました。その近隣の Heron 島でも、ミドリイシ科やハ
ナヤサイサンゴ科に属するサンゴの被害が確認されています

（写真）。ここでは、浅瀬から水深 18m 付近まで、場所によっ
ては 50％程度のサンゴが白化しました。現在のところ、主
な原因は、この年の平均より 0.5 ～ 1.5 ℃高い水温にある
と考えられています。その後、3 月に入って水温が下降した
こともあり、白化は終息に向かいました。

　オーストラリア政府機関であるグレートバリアリーフ海洋
公園管理局 (GRAMPA) では “BleachWatch(*2)” を立ち上
げ、白化情報の収集・とりまとめを行っている他、オースト
ラリア海洋科学研究所（AIMS）や米国海洋大気圏局（NOAA）
等の機関と協力し、GBR の水温や水質、気象等のモニタリ
ングを行い、サンゴ礁を監視・情報提供を行っています。こ
うしたネットワークにより、GBR という大規模なサンゴ礁で
も、白化をはじめ、そこで起こっていることを把握すること
ができるシステムになっています。また、クイーンズランド
大学では、Heron 島周辺海域にサンゴの分布や水温等のモ
ニタリングサイトを多数設置し、より詳細な観察を継続して
行うことにしました。
　この他にも、同時期に、カリブ海で大規模な白化が観察
されています。1998 年には、GBR で１月に起こった白化が、
その後、北へと広がり、7 月には日本のサンゴ礁でも報告さ
れました。この夏、学会員の皆さんも日本のサンゴ礁を注
意深く監視していて下さい。

波利井 佐紀　(クイーンズランド大学)
情報・写真提供：Ms. Eugenia Sampayo (同上)

* 1 :  G r e a t  B a r r i e r  R e e f  M a r i n e  P a r k  A u t h o r i t y  
( G B R M P A )  -  白 化 情 報
ht tp : / /www.gbrmpa.gov.au /corp_s i te / in fo_serv ices /
sc ience /c l imate_change /cond i t i ons_repor t .h tm l
* 2 :  G B R M P A  -  B l e a c h W a t c h
ht tp : / /www.gbrmpa.gov.au /corp_s i te / in fo_serv ices /
sc ience /c l imate_change /b leach_watch .h tm l

●編集体制
　2005年度日本サンゴ礁学会総会で承認された
編集体制は以下の通りです。

編集委員長：日高道雄（琉球大学, hidaka＠sci.
u-ryukyu.ac.jp）
副編集委員長：服田昌之（お茶の水女子大学, 
mhatta＠cc.ocha.ac.jp）

＜分野別編集幹事＞
生物分野：日高道雄（琉球大学），服田昌之（お
茶の水女子大学）
生態分野：野島 哲（九州大学,  sa tosh i
＠ambl-ku.jp）
環 境 分 野：山 野 博 哉（ 国 立 環 境 研 究 所 , 
hyamano＠nies.go.jp）
地 質・地 理 分 野：松 田 伸 也（ 琉 球 大 学 , 
smatsuda＠edu.u-ryukyu.ac.jp）
生物地球化学・海洋化学分野：Beatriz E. 
CASARETO（水圏生物コンサルタント, 
CASARETOBE＠aol.com）
人文科学分野：山口　徹（慶應義塾大学, 
toru38＠flet.keio.ac.jp）

＜編集委員＞
Andrew BAIRD（James Cook大学），

近森　正（慶應義塾大学名誉教授），河名俊男
（琉球大学），目崎茂和（南山大学），大森　保
（琉球大学），土屋　誠（琉球大学），Robert 
van WOESIK（フロリダ工科大学），渡辺俊樹

（東京大学）

●投稿規定の改訂
　投稿に際し、従来は原稿を郵送していただいて
いましたが、電子ファイルでの投稿が可能となりま
した。
　原稿は、オリジナル１部に査読用電子ファイル

（MS-WordおよびPDFの両方）を保存したCDを
添えて下記の委員会宛に郵送していただくか、査
読プロセスを速く進めるために、編集委員長　日
高道雄宛にe-mailの添付ファイルとしても送付し
ていただくことも可能とします。

〒903-0213　
沖縄県中頭郡西原町千原1番地
琉球大学理学部海洋自然科学科　
日高道雄　気付
日本サンゴ礁学会誌編集委員会

　また、従来の方法（オリジナル１部に２部のコ
ピーを添えて上記に郵送）による投稿も受け付け
ています。
　その他の投稿規定に関しましては、日本サン
ゴ礁学会ウェブページ（http://wwwsoc.nii.
ac.jp/jcrs/index.html）の学会出版物・学会誌
Galaxeaのページをご覧下さい。

●電子ジャーナル化
　学会誌のさらなる普及のために、電子ジャーナ
ル化を進め、J-STAGE (http://www.jstage.jst.
go.jp/browse/-char/ja)への登録をおこなって
いきます。詳細が決まりましたらご報告いたしま
す。

　日本サンゴ礁学会編集委員会は、日
本サンゴ礁学会誌（Galaxea, Journal 
of the Japanese Coral Reef Society）
の編集体制の更新、投稿規定の改訂、
電子ジャーナル化を進めています。年
２号の発行に向け、皆様の積極的な投
稿をお待ちしています。

日本サンゴ礁学会編集委員会

    
沖 縄 で 開 か れ た

10th 国際サンゴ礁シン
ポジウムを終えて 1 年 半が 経ち

ました。このシンポジウムに参加し
て、世界中に広がるサンゴ 礁研究・
保全活動のネットワークを肌で感じた
JCRS 会員の方々も多いのではないで

しょうか？ そこで、今回は「Coral-
List」というメーリングリスト(以

下 ML) を紹介します。

梅澤　有（東京大学海洋研究所）
umezawa＠ori.u-tokyo.ac.jp

▲写真：白化したミドリイシ属サンゴ（Heron 島にて）

▲地図：主に白化が観察された海域 
（Capricorn， Woongarra）

　ご存じの通り、白化とはサンゴと共生している藻類（褐虫
藻）が抜け出し、サンゴの骨格が透けて白く見える現象です。
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　新年度になりました。皆様の周りでも、サン
ゴ礁の素晴らしい世界に魅せられ、研究・活動
を始められた方もいらっしゃると思います。そ
ういう方々に、是非、本学会をご紹介下さい！

　また、次号でＮＬも３０号を迎えます！まだまだ、新しい連載・企画等を計画
中です。楽しみにしていて下さい。皆様の感想もお待ちしていまーす。

編集担当　波利井

山本 英生 （日本海水魚保護ネットワーク代表）
n34yama＠peach.ocn.ne.jp

　1990 年当時、勤務先の関係で伊豆諸島三宅島に移
り住んだ私は、三宅島の豊かな自然を子供たちと共に
次世代に残すべく、「三宅島自然ふれあい友の会」とい
う団体を通して活動をしてきました。現在も継続して
行われている伊ヶ谷湾漁港改修工事が海洋生物の生息
環境の悪化に与える影響監視も、1994 年からこの団
体有志メンバーによって行われてきているものです。そ
して時が過ぎ、1998 年、私たちと同様に、野生絶滅
のおそれが高い浅海性魚類の生息地保護、啓蒙活動、
環境教育、海洋生物の多様性の保全に興味を持って日
本全国で活動してきた個人・団体間のネットワークづく
りと活性化を図ることを目的に、故ジャック・モイヤー
博士を顧問に、「日本海水魚保護ネットワーク(RCNJ)」
が三宅島にて立ち上げられました。2006 年現在、フィ

　言い出しっぺの私は、
つくばにある国立環境
研究所から、フランス
領ニューカレドニアに

あるフランス開発研究所
（IRD*1）ヌーメア本部に、

２年間の滞在予定で来ています。こちらに
来て１年と少しになります。資金は、日本
学術振興会の海外特別研究員です。
　私は衛星データなどリモートセンシング
データを用いたサンゴ礁の地形や生物の
マッピングの研究をしています。ここに来る
前、リモートセンシングの研究仲間に、２
年間ニューカレドニアに行きます、と言う
と、反応は、「どこにあるの？」「天国に一
番近い島ですよね？」「２年間のバカンス！」
……ひとしきり説明してその後会うと、「パ
プアニューギニアにはいつ行くの？」などと
言われたものです。海外特別研究員の面
接では、審査員の先生方からも、かなりし
つこく、どうしてニューカレドニアか、と聞
かれました。そんな中、唯一、サンゴ礁関
係の人たちがたいへんうらやましがってくれ
て、ものすごく癒されました。
　フランスは、太平洋ではニューカレドニア
の他に、タヒチを含む広大なフレンチポリネ
シアを持っており、さらにはインド洋と大西
洋にも海外領があります。パリに本部を置
き、これらの海外領に支所を持つ IRD は、

リピン～南西諸島～屋久島～太平洋南岸～伊豆半島～
伊豆諸島を結ぶ、ダイバーを中心とした約 146 名が参
加するネットワークを作り、情報交換を行っています。
　
　私たちの活動の中心地である三宅島は高緯度の温帯
域に位置しますが、黒潮・プレートテクトニクス・火山
活動などの影響によって生物相が独特の進化をたどり、
同じ暖温帯である伊豆半島や熱帯の南西諸島の魚類相
とも異なるユニークな生物相が観察されています。順
調に滑り出した私達の活動ではありますが、皆さんご
存知の通り、2000 年には雄山の噴火があり、2005
年２月まで全島避難をよぎなくされ活動を休止していま
した。私たちの主たるフィールドの一つである三宅島北
西部に位置する伊カ谷湾でも、噴火に伴う泥流が沿岸
域まで達しており、その影響から比較的規模の大きな
造礁サンゴ群集が死滅し、豊かな生態系の逸失が危惧
されていました。しかしながら、島に復帰した 2005
年より再開された新規加入サンゴ群体組成の調査結果
では、ミドリイシ科の稚サンゴ群体の量が非常に多く
認められ、今後の回復が期待されます。また、当会ホー
ム ペ ー ジ（http://www17.ocn.ne.jp/~m34north/
RCNJindex.html）にても詳しくご紹介させていただ
いておりますが、その他にも、
・イズヌメリなどの危急種 10 種やレンテンヤッコなど
の国内魚類分布調査ならびに浅海性魚類相の情報交換

・日本版「レッドリスト海水魚編」の作成支援
・水中クリーンアップ活動
・国際的なサンゴ礁モニタリング活動「リーフチェック」
への参加
などを行ってきています。
　世界規模で実施されているリーフチェックに出会った
のは、私達有志が三宅島におけるサンゴ群集の中長期
的なモニタリング方法の模索を続けていた1997 年の
ことでした。故モイヤー博士に貴重なご支援をいただ
きつつ立ち上げたリーフチェック三宅島は、その後、鈴
木倫太郎先生に毎年チーム科学者をつとめていただい
ています。思い出してみると、2000年の夏、リーフチェッ
ク実施のため島に集まってくれた参加者たちの目の前で
雄山が噴火してしまい、調査を中止せざるを得ず、大
変残念な思いをし、参加者みんなで再開を誓いました
ね。再開し、2005 年の調査結果 ( 健全なサンゴ礁で
あることが確認されました ) への総評で、「自然のと・て・
も・大・き・な・力を感じます！」というコメントをいた
だきました。鈴木先生のお人柄のせいでしょうか、お話
をうかがうと、なぜか安心します！ 
　私たちの活動の基本は、生涯をかけて三宅島を大切
にされた故モイヤー博士へのレクイエムだと考えていま
す。遺志を継ぎ、伊豆諸島南部の海中社会をもっと良
く知り、次世代の子供たちの未来のためにも、守って
ゆきたいと思っています。 

山野 博哉 （国立環境研究所,フランス開発研究所）
hyamano＠nies.go.jp

このコーナーは、海外に長期
滞在している方、あるいはして
いた方に、滞在先の機関の紹
介をはじめ、海外に行くことに
なったきっかけ、生活などに関
して語っていただき、これから
海外へ行こうと考えている方や
海外での状況を知りたい方の
参考になればと考え、企画し
たものです。もちろん一連載
記事としても楽しんでいただけ
れば企画者としてこの上ない
喜びです。

基本的にはフランス海外領の研究のために
作られた研究所です。ヌーメア本部は場所
柄、サンゴ礁の研究者が多く、さらに、サ
ンゴ礁だけでなく、研究者の分野は多岐に
渡り、海洋物理学、薬学、植物学、昆虫学、
考古学、、、とさまざまです。
　このような場所をなぜ赴任先に選んだの
かと話しだすと長くなってしまうのですが、
主に北西太平洋域のサンゴ礁で研究をして
いた私は、その過程で明らかになったサン
ゴ礁の島の分布や形成維持要因に関して、
全太平洋から全球スケールでの比較研究を
してみたいと考えるようになり、一番の私の
知識の空白域だったフランス領のサンゴ礁、
特に環礁の多いフレンチポリネシアを対象と
した研究をしようと思い立ったわけです。受
け入れは、当時南フロリダ大に勤めていた
フランス人の共同研究者の方にお願いしま
した。彼の IRD への異動にともない、私も
IRD で受け入れてもらうことになり、その時
はどうしようか悩んだのですが、今考えると、
たいへん都合良くフランス海外領研究の中
心地に潜り込めたということになります。
　そうは言っても、当然ですが周囲はフラ
ンス語ですので、日々苦労・精進していま
す。また、生活面では、物価が高くて、そ
の点は本当に参っています。しかし、多様

な研究者が集い、調査船を自由に使える
研究環境と、1998 年の白化の影響を殆ど
受けていないといわれるサンゴ礁は素晴ら
しいの一言に尽きます。もともとは研究対
象としてニューカレドニアにあまり興味はな
かったのですが、バリアーリーフの雄大さ、
そしてサンゴ礁の島の美しさに魅せられて、
ニューカレドニアのサンゴ礁地形の研究も
始めてしまいました。研究所内は英語が通
じますし、日常の超基礎フランス語会話は
ようやくできるようになったので、何とか調
査研究を進めています。
　これだけ良いサンゴ礁があるので、周囲
のサンゴ礁関係の方々に是非来て下さいと
言っているのですが、誰も来てくれません。
１年前は癒されたのが、だんだん疑念に変
わりつつあります。10 月には学会 *2 もあり
ますし、再度、この場をお借りして、是非
お越し下さいと申し上げます。すっきりと晴
れた日には、まさに「天国に一番近い島」
を実感できますよ。

海外でサンゴ礁の研究や仕事をしてみませんか？

*1　IRD: Institut de Recherche pour le Développement (http://www.ird.nc/)
*2　Biodiversity Conference（http://www.ird.nc/biodec）

写真２：ニューカレドニアにある島の一つ、アメデ島

写真１：IRD 入口

Reef-fish Conservation Network of JAPAN
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■本件に関し、より詳細な内容（一般的な事項）についての連絡、並びにお申し込みの場合は、川添浩正までご連絡ください。（E-Mail: hiromasakawasoe＠hotmail.com）
■また、専門的な内容についてのお問い合わせは、当パラオ国際サンゴ礁センターの運営委員でもあり、現在日本に居られる遠藤衛博士にご相談ください。
　（E-Mail: mamoru.endo＠mbio.jp）

【宿泊施設利用概要】
シングル２室（ベッド、机、洋服ダンス付US$35/1 部屋）

ツイン１室（ベッド、机、洋服ダンス付US$40/1 部屋）

＊バスタブ、シャワー、トイレは共同。自炊用施設有り

＊合計 4 名しか泊まれませんので、それ以上の場合、近くのホテルを斡旋いたします。

その際ホテルの料金は少し高めになります。

【研究・調査に使用可能な資機材（有料）】
遠心分離機、インキュベーター、ウオーターバス、クリーンベンチ、蛍光顕微鏡類、

電子天秤、乾燥機、他

＊学術研究者：US$45/1 人 /1 日、学生：US$20/ 1 人 /1 日

【調査用ボート利用料金（操舵士付き）】
5 人乗り：US$80+ 燃料代 /4 時間、US$125+ 燃料代 /8 時間

9人乗り：US$100+ 燃料代 /4 時間、US$175+ 燃料代 /8 時間

15 人乗り：US$125+ 燃料代 /4 時間、US$200+ 燃料代 /8 時間

【その他】
　パラオの海に潜る場合は、全員 15 ドル（15 日間有効）の許可書が必要です。研究活

動を行うには（サンゴ・海藻等生物の採取を含む）、パラオ国資源開発省の水産局から

研究実施のための許可書（Research Permit）を取得する必要があります。その手続きには、

相当の時間と費用が必要となりますので、まず、はじめにパラオの海域が皆様の研究対

象として適しているのかどうか視察されることをお薦めいたします。

　当センターの施設利用を申し込まれる場合、研究目的、誓約書、参加者の履歴書等、

簡単な書類（日本語・一部英文）を提出していただく事となりますので、ご一報ください。

なお、研究目的以外での当センターのご使用は、お断りすることもありますので、あら

かじめご了承願います。

パラオ国際サンゴ礁センターホームページ：http://www.picrc.org/


